
表-1 対策案の実施の有無の一部 

実施・未実施 WSから得られた対策案

土砂崩れを起こした場所の把握

炊き出しレシピの確認・検討

潜在的な防災資機材（井戸・湧水等）の把握

自主防災組織の申請

救助班等の班分けを行い・承諾を得る（定期的に話し合う）

共同作業で排水溝掃除

浸水被害に関する情報を地図に追加

要支援者支援につながる要支援者名簿の作成・現状把握（支援可能者情報含）

声掛け避難・要支援者のマッチングや避難支援対応

排水溝掃除の際に消火資機材の点検

空き家の把握

危険な道を避難路から除外

避難路の整備を申請（スロープや手すり，照明の設置）

夜に避難訓練

避難場所と売店に発電機

区で循環備蓄

排水溝の径を大きくする

排水ポンプの購入

森林組合との連携

平日昼間に避難訓練

簡易担架を要支援者宅に設置

リヤカーの購入

消火栓の位置把握

空き家の管理

実
施

未
実
施

表-2 判別分析の説明変数 

説明変数 概要

対策案関連の
発言数

WSの発言録中において各対策案に

関連している発言の総数

区長の発言割合
各対策案の対策案関連の発言数における
区長の発言の割合

関連課題数

WSから得られた各対策案に関連する地区の課題数

例）声掛け避難→要支援者は耳が悪い
　　　　　　　　独居高齢者が多い　　等

関連原因数

WSから得られた各対策案を行う必要のある原因数

地区の課題が起こる原因数

例）排水溝の掃除→浸水被害←排水溝の詰まり

WS前から検討 WS以前からその対策案が検討されていたか否か

表-3 判別分析の結果 

標準化
判別係数

P値

対策案関連の発言数 0.88 0.03

区長の発言割合 0.72 0.07
定数項 -0.13

地区の防災力向上を目的としたワークショップに関する一考察 
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1. はじめに 

 過去の大規模災害の経験から，地区防災計画の検討などの

住民の自発的な自助・共助の重要性が再認識された 1)．この

ことについて，例えば加藤ら 2)は避難意思決定要因に基づく

津波避難ワークショップ（以下WS）を試行し，その効果を

WS前後にアンケート調査を行うことで測定している．この

ような個人の変化に着目した分析や検討は積極的に行われ

ているが，組織や集団の変化に着目した分析や検討は少ない．

よって，本研究では沖縄県国頭村与那区を対象として，防災

WSを行い，その最中または後に地区内で主体的に行われた

減災対応に着目して，分析を行うこととする．具体的には，

WS 中の会話と対策案の実施の有無にどのような相違があ

るのか等を明らかにする．これによって今後，他の地区での

WS のためにファシリテーターと参加者の役割や重要な知

見を考察することを目的とする． 

2. 沖縄県国頭村与那区とWSの概要 

 与那の人口は 226 人（90 世帯），高齢化率は 33.2%と過疎

高齢化の進んだ地区である．地区では津波・高潮被害，土砂

災害の危険が想定されている．よって，WSでは風水害と地

震・津波を対象として話し合った． 

 WSは2013年10月から2014年3月にかけて3回行われ，

第2回までは3班に分かれ，白地図と付箋に情報を記入して

いく方式で行った．参加者は区長，消防団員，区内在住の役

場職員，共同売店店員，民生委員，その他の住民など多様な

住民が参加した 3)．WS での情報共有ツールにはハザードマ

ップを用いた．第1回WSでは住民の防災上の関心や，地区

の課題は何かを共有することを主な目的として話し合い，第

2回WSでは前回特に住民の関心が高かった空き家倒壊と災

害時要支援者支援，炊き出しに関する話を中心に行った．第

3回目WSでは前回までの振り返りと次年度の目標設定を行

った． 

 その結果，ハザードマップには浸水被害の原因となる頻繁

に詰まる排水溝の箇所や，空き家，要支援者宅，平日昼間支

援可能者宅等の詳細な地区の情報が埋め込めた．また，よく

詰まる排水溝の掃除や自主防災組織の申請等，地区（組織）

での次年度目標を設定できた．これらはWSの成果といえる． 

3. 対策案実施の有無に関する分析 

 WSから得られた全35個の対策案を対象とし，2014年12

月現在での，対策案実施の有無を分類した一部を表-1 に示

す．本研究では組織での変化に着目し，WS中のどのような

要因が対策案実施の有無を判別しているのかを明らかにす

る．そこで表-2 に示す説明変数を用い判別分析を行った．

その結果を表-3 に示す．標準化判別係数は正の値が実施さ

れる方に影響することを示している．これより，対策案関連

の発言数が多い方が実施されやすいことが分かる．また P

値が 0.07 であるが区長の発言割合が多いことも実施に影響

していることが示唆された．このことから，対策案を実際に

実施することに関しては WS でそのことを熟考することや

区長のような防災リーダーの発言の強さが重要な要因であ

ることが示された．つまり，WS後に対策案を実施し，地区
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